
新型コロナウイルス感染症対策を心掛け、インフルエンザも予防しましょう！
①手洗い･手指消毒の徹底 ②すきまなくマスクを着用 ③3密(密接･密閉･密集)の回避 ④　こまめな換気 ⑤　ワクチン接種

（広島市広報紙｢ひろしま市民と市政｣より)

馬木地区社協では、令和 3年 12 月に有償ボランティアグループ『馬木おたすけＧＢ会』を設立
しました。馬木おたすけＧＢ会では、高齢などにより自身では難しくなった庭木整理、屋根樋の清

掃、網戸の張替え等の作業を地域で支援していくこと、また、メンバーとして共に活動してくれている
地域の元気な高齢者の生きがいづくりを支援することを目的にしています。

現在では、口コミで活動を聞いた人からの依頼も増えてきており、
活動に盛り上がりを見せてきているのと同時に、メンバーにとって
は、依頼者からの感謝の言葉がやりがいになっています。
支援を受けた方からの謝礼金の一部を運営費に充て、持続可能な
ボランティア活動とすることで、引き続き地域で困っている方のお
手伝いを行っていければと考えています。
また、この活動により、馬木地区社協の取り組みをあまり知らなかっ
た方にも知ってもらえる機会になっている一面もあり、そのことも
活動の成果として評価できることだと思っています。

A

馬木地区社協役員のみなさん

令和3年度から開始している『新たな助け合いの仕組み』について教えてください。Q

みんなで 明るい まちづくり

馬木地区社協の取り組み紹介

馬木おたすけGB会で庭木整理

『虹の里ふれあいセンター内』を活動拠点に、
福祉のまちづくりに取り組んでいる馬木地区社協
の中井 公孝会長、橋本 一寛事務局長に話をお聞
きしました。

なかい きみたか はしもと かずひろ

ジービー

広島市東区社会福祉協議会
広島市東区東蟹屋町9-34東区総合福祉センター4階〒732-8510

詳しくはホームページをご覧ください
https://shakyo-hiroshima.jp/higashi/

検索検索広島市東区社会福祉協議会

082-263-8443

higashi@shakyohiroshima-city.or.jp

082-264-9254
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馬木地区社協の取り組み紹介

Q
　『町を明るく（防犯灯、防犯カメラの設置）』の取り組みを、平成２７年の『福祉のまちづくりプラン Ⅱ』から重点項目の
一つとしています。これは、現在の『福祉のまちづくりプラン Ⅲ』でも継続しており、特に今

期は通学路を明るくすることに重点を置いています。広島市の補助制度を活用し、防犯灯や防犯
カメラを設置することで馬木地区の暗い場所を少なくし、犯罪抑止や交通事故防止などの重要
な役割を果たしています。また、防犯灯の増設だけでなく設置済みの防犯灯についてもＬＥＤ電球
への変更を行っています。
　地域での取り組みは、『うまき社協だより』で定期的に発信を行ったり、新型コロナウイルス感
染症予防情報などは、必要時に都度、地域住民へチラシを配布し情報提供を行っています。
※福祉のまちづくりプランとは、地域の誰もが暮らしやすい町にするために、地域の特徴に合わせて策定する
　５ヵ年計画です。

生活支援コーディネーターの想い

東区区域協議体が始まりました！

生活支援コーディネーターの役割
｢情報共有・社会資源の創出｣

　地域づくりと助け合い活動を応援するため、市域、区域にそれぞれ「協議体」を設
置・運営しています。
　東区では、今年度から新たに区内全域を対象とした「東区区域協議体」がスタート
しました。地域住民や専門職などいろいろな人が集まり、地域のちょっといい話や
困っていることなど、地域のことならなんでも気さくに話し合える井戸端会議のよう
な場にしていきたいと思っています。
　8月9日に行われた第1回目の会議では、「わが町自慢と、わが町にあったらいいな
と思うこと」をテーマにグループワークを行いました。「わが町自慢」では「坂道が多
いので足腰が丈夫になる」というご意見がありました。坂道が多いことは不便なこと
と思えますが、そのことをポジティブに捉え直すことができるのは、わが町への「地
元愛」のあらわれだと感じました。
　また、「町のいろんな所にベンチがあったらいいな」というご意見では、「座って休
めるだけでなく、そこに人が集い、楽しい会話や交流が生まれる場になるから」とい
う理由を聞き、私たちコーディネーターにとっても新たな気付きになり、そこに住む
人たちの目線で話し合うことの意義を改めて実感しました。

馬木地区社協で力を入れている取り組みを一つ紹介してください。
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連載
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参加メンバーは３0名以上！

各グループで挙がった意見を発表し合いました

防犯カメラの点検よしっ！馬木地区社会
福祉協議会

場　所　虹の里ふれあいセンター内　2階「社協事務所」
開設日　毎週月曜～金曜 13:00～16:00 電　話　082-562-2661

広島市生活支援体制整備事業 「地域づくり」と「助け合い活動」を“応援”するために平成29年度から広島市全区に
生活支援コーディネーターが配置され、活動しています。

期　間 12月1日から28日までの1か月間
場　所 東区地域福祉センター4階
内　容 障がい者のアート作品展示、作業所の

PRや自主製品紹介、その他障がいの
理解につながる展示

「東区社協 障がい理解の啓発月間」始まります。

みんなで 明るい まちづくり

毎年12月3日から9日は「障害者週間」です。東区社協では、障害者週間が設けられている12月を「東区社協 障がい理解の
啓発月間」とし、障がいに関する理解の啓発及び活動参加の促進を目的に展示コーナーを設置します。ぜひお越しください。

昨年の様子

エピソード8



ボランティアの広場

　平成30年に被災した事実を風化させないため、また、災害に備えて考える機会となるように７月を「東区
社協防災月間」として防災コーナーを設置しています。今回の展示では、温品学区社協のご協力により避難所
運営や、普段から災害に備え避難時の携行リスト等を入れた「命の袋」の紹介、西区社協と連携して災害ボラ
ンティアセンターの活動紹介などを行いました。
　「今日から何を備えるのか宣言」をしてもらうコー
ナーでは、いつ・どこで発生するかわからない災害に
対し、思いついたらすぐに準備を行うことの大切さを
認識していただくことにつながりました。ご協力及び
ご来場いただいた皆様ありがとうございました。

　私たちは、地域に根差したボランティアグループとし
て、上温品地区で楽しく活動をしています。主な内容
は、一人暮らしの高齢者に地域でいつまでも楽しく過ご
してもらいたいという思いで、月１回「いきいきサロ

ン」を開催したり、子ども達に多くの体験と思い出づくりをしてもらいたいと、小学校で稲作教室やサツ
マイモ栽培のお手伝いをしています。また、卒業式にはたくさんの花で会場を飾り６年生を盛大に送りだ
しています。平日に時間があり、何かしたいと思っている方、お気軽にお問い合わせください。お待ちし
ています。お問い合わせは、東区社協まで。

この広報紙は（一財）多山報恩会の助成金及び赤い羽根共同募金の配分金により作成しました。

小学校の花壇のお手入れ ふれあいいきいきサロン

ボランティアやまびこ
ボランティア

　グループ紹介！

東区青少年福祉体験講座

コラボ開催しました！
「Let’s TRY ミニボラ」「ちゃいちゃいくらぶ夏休み教室」×

　8月8日から10日の3日間、東区青少年福祉体験講座「Let’s　TRY　ミニボラ」を開催し14名の学生が参
加しました。1日目に広島市手をつなぐ育成会の「ひろしま♡あび♡隊」を講師に知的障がいについて理解
を深め、2日目は、3日目の「東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ夏休み教室』」の夏祭りの準備を
しました。3日目の夏祭りには5家族11名の親子が参加され、学生たちが前日に作った釣り竿を使ってのお
菓子つりや、輪投げ、ボウリングなど様々なゲームを一緒に楽しみました。
　学生にとっては、正しい知識と理解を深
めることが「心のバリアフリー」につなが
ることとに気づくきっかけになり、自分た
ちが工夫しながら準備した夏祭りを楽しん
でいる子どもたちの姿は、ボランティア活
動の楽しさや、やりがいを実感できる経験
となりました。

「今日から何を備えるのか宣言」コーナー災害パネル展示

１日目:知的障がい理解の疑似体験中 ３日目:お菓子釣りゲーム、どんなお菓子かな？

活動内容
ふれあい訪問配食
家周りの小修理
ふれあい「いきいきサロン」
子育て支援活動
小学校の花壇の手入れ
　　　　美化委員会
　　　　稲作教室　等
児童館での囲碁教室

毎月第２・４金曜日
随時
毎月第３金曜日
毎月第４木曜日
毎週木曜日
毎月第１火曜日
随時
毎月第２木曜日（休止中）

活動日

｢東区社協防災月間｣に伴う防災コーナー ～災害に備えてできること～報告



東区地域福祉センターをご利用にあたってのお願い

弁護士無料法律相談の
お知らせ

令和4年度の賛助会費総額　363，０００円

※何口でもご加入いただけます。

〈 上温品地区〉

〈温品学区〉
〈中山地区〉
〈東浄学区〉
〈 戸坂城山学区〉

大藤　 馨　川﨑 一弘　小井手一哲　
山岡　 清　匿名2名
中尾 常信　石瓶 紘一
尾﨑 尚美
小波 一憲　小波 初子
青木 幹丸

中山地区民児協 / 医療法人もみじ ホームケアクリニックもみじ / 医療法人社団 郁雅会 おちあい循環器内科クリニック / 医療法人 恵林会 /
ひよこ小児科内科 / 医療法人社団 金谷医院 / 医療法人社団和風会 広島第一病院 / 医療法人おかもと整形外科クリニック / 医療法人社団 沖本
眼科 / 小田内科クリニック / 医療法人 JR広島病院 / 野坂歯科医院 / 沢村歯科医院 / 牛田クリニック / 医療法人社団 小畠クリニック / 医療
法人 石田医院 / ひかりまち小児歯科・矯正歯科 / 太田川病院 / 松野クリニック / 山村眼科

個　　人

賛助会員を募集しています！

団体(法人等)

　東区社会福祉協議会では、皆さまからいただいた会費を財源に、地区社協活動への助成や障がい児者等の当事者間交流支援といった、誰も
が住みよい東区の実現に向けた、地域の取り組みを支援しています。地域の福祉活動を継続するための安定した財源確保に向け、引き続き賛
助会員を募集しておりますので、ご協力くださいますようお願いいたします。

個人会員　　　　　  団体会員　　　 団体会員（病院･企業など）
一口 1,000 円 一口 3,000 円 一口 10,000 円

賛助会員ご入会ありがとうございます｡

令和4年6月21日～11月10日現在（敬称略）

郵便振替口座　01380-6-77585　
社会福祉法人　広島市社会福祉協議会

大雨等による避難情報発令時の対応について、警戒レベル３以上が発令されますと、次のとおり対応させていただきます。

警戒レベル３発令時(高齢者等避難)

■安全のため、施設利用の切り上げをご検討いただき、公共交通機
関の状況確認の上、ご帰宅も含めた早めの避難準備をお願いする
よう、窓口担当者から注意喚起いたします。 
■なお、警戒レベル４が発令された場合、当施設は利用できなくな
ります。

警戒レベル４発令時(避難指示)

■当施設は利用停止となりますので、ただち
に会場の利用を中止していただき、ご帰宅
も含め、避難をお願いします。

赤い羽根共同募金～じぶんの町を良くするしくみ～
　今年も１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。皆様からいただきまし
た募金は、身近な地域の福祉活動の他に、地震や豪雨等各地で発生する大規模災害
の被災者支援に活用させていただいています。今年度も引き続きご協力をよろしくお
願いします。

令和４年度　東区内募金目標額　９，１９２，０００円
令和３年度　東区内募金総額　   ８，１７４,８７９円(目標額９，２６５，０００円)

募金をしていただいた方に広島カープコラボグッズを
差し上げます！

赤い羽根×
カープコラボクリアファイル2022
赤い羽根×
カープコラボピンバッジ2022

今年もやってます！

※数に限りがあります。

日　　時 令和５年1月18日(水)13:00～16:00
場　　所 東区総合福祉センター4階

(東区東蟹屋町9-34)
相談内容 親子関係､多重債務､破産､離婚､相続など
相談時間 1人30分

定　　員 6人(東区在住の方が優先です)
申 込 先 東区社会福祉協議会へ電話またはFAX
申込開始 令和4年12月19日(月) 8:30から

※内容によってはお受けできない場合もあります。

そ の 他
代理人による申し込みは､ご遠慮ください。
受付後｢法律相談予約受付票｣をご提出いた
だきます｡

500円以上

1000円以上

予約制

〈戸坂学区〉

〈 牛田新町地区〉

〈尾長地区〉

村田 耕治　古江 俊昭　大野 裕幸　川瀬 節子　原口　實　秋本　昇
山中 春記　𠮷田 俊郎　岡田 浅男　浦下 早苗　匿名1名
平田 幸壮　保田 紀昭　野村登美子　森岡 俊子　木下百合枝　
甲元 零子　田邊 栄一　甘岡 昭彦　中村 千歳　山田 敬子　
粟屋 悦子　匿名2名
太田　 操　内木 恵子　善川 夏美

寄付は
地域を支える
第一歩

皆様からの温かいご支援
が福祉の向上への大きな
力になります。寄付はその
ひとつの方法です。

生前､母が地域の
みなさんに

大変お世話になったので。
地域のお祭りに出店した
収益金を寄付したい。

いただいたご寄付は、下記の事業に使わせていただきます。

お寄せいただいた善意は地域福祉のため、有効活用
させていただきます。

《主な寄付金の使途》
● 地区社協活動の助成
● ボランティア講座の開催
● 障がい児者等の当事者間交流支援 等

【個人】 匿名 1件一般寄付 （令和４年６月２１日～11月10日現在）

このような
ときに

(11月10日現在)
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